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長
編
の
『
荒
魂
』
（
昭
和
三
十
八
年
一
月
～
三
十
九
年
五
月
）
か
ら
僅
か
一
年
足
ら
ず
の
一
九

六
五
年
一
月
か
ら
（
九
月
休
載
、
二
十
一
回
連
載
）
翌
年
十
月
に
か
け
て
、
『
世
界
』
に
連
載
さ

れ
た
の
が
こ
の
作
品
で
あ
り
、
同
時
期
に
は
芥
川
賞
選
評
を
含
め
、
他
に
も
「
ゆ
う
女
始
末
』

（
昭
和
三
十
八
年
九
月
「
世
界
』
）
や
「
靴
み
が
き
の
一
日
』
（
昭
和
三
十
九
年
七
月
『
世
界
」
）

等
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
主
に
初
期
に
書
か
れ
た
見
立
て
の
方
法
を
思
い
出
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
「
普
賢
』

（
昭
和
十
一
・
六
～
九
『
作
品
』
）
や
『
焼
跡
の
イ
エ
ス
』
〈
昭
和
二
十
一
・
十
「
新
潮
』
）
、
そ

れ
か
ら
『
雪
の
イ
ヴ
』
（
昭
和
二
十
二
・
八
『
別
冊
文
芸
春
秋
』
）
や
『
か
よ
ひ
小
町
」
（
昭
和
二

十
二
・
一
「
中
央
公
論
』
）
、
『
し
の
ぶ
恋
」
（
昭
和
一
一
十
一
一
・
八
『
改
造
」
）
、
ま
た
は
『
処
女
懐

胎
』
（
昭
和
二
十
一
一
・
九
～
十
二
「
人
間
」
等
で
あ
る
。
こ
の
種
の
作
品
は
昭
和
二
十
年
代
の
前

半
ま
で
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
後
は
殆
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
以
前
の
見
立
て
の
方
法
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
が
よ
り
強
烈
に
迫
っ
て
き
て
、
読
者

の
心
を
捉
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
同
様
の
方
法
を
と
り
な
が
ら
も
ど
こ
か
で
そ
の
方

法
の
破
綻
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
見
立
て
ら
れ
た
人
物
が
複
数
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
そ
う
い
う
人
物
が
み
な
殺
さ
れ
て
し
ま
う
か
、
そ
れ
と
も
自
然
消
滅
（
徳
Ⅱ
マ
リ
ア
）
し

て
い
る
。
だ
か
ら
、
厳
密
に
い
え
ば
内
記
や
一
角
が
自
ら
を
「
神
」
と
い
う
の
を
見
立
て
と
し

て
見
る
べ
き
か
ど
う
か
の
疑
問
が
残
る
作
品
で
も
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
で
は
加
茂
内
記
を
中
心
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
｜
角
を
中
心
に
論
じ
て
い
き

序

『
至
福
千
年
』

「
｜
角
」
と
ミ
レ
ニ
ア
ム
思
想
に
つ

し、

て

至
福
千
年
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
キ
リ
ス
ト
が
再
臨
し
て
、
善
悪
を
別
け
る
審
判
が
行
わ
れ
、

善
人
と
と
も
に
キ
リ
ス
ト
の
王
国
が
千
年
間
続
く
と
い
う
信
仰
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

た
い
。
何
故
な
ら
殆
ど
の
先
行
文
献
は
内
記
を
中
心
と
し
、
ま
た
主
人
公
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

た
だ
、
澁
澤
龍
彦
の
「
こ
の
小
説
の
真
の
主
人
公
は
、
一
角
に
よ
っ
て
「
お
よ
そ
下
司
の
中
の

下
司
、
身
分
の
底
を
つ
い
て
下
下
に
生
ま
れ
、
こ
の
世
に
生
を
享
け
た
こ
と
が
罪
と
き
わ
ま
っ

た
も
の
」
（
四
五
七
ペ
ー
ジ
）
と
呼
ば
れ
た
よ
う
な
、
乞
食
非
人
を
は
じ
め
と
す
る
無
名
の
下
層

民
衆
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
い
う
気
が
し
な
い
で
も
な
い
三
『
至
福
千
年
』
Ｉ
「
解

説
」
（
’
九
八
三
・
人
岩
波
書
店
後
、
『
す
ば
る
」
昭
和
六
三
・
四
臨
時
号
ｌ
「
石
川
淳
追
悼

記
念
号
」
に
掲
載
さ
れ
る
）
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
れ
ば
、
片
隅
に
一
角
を
念
頭
に
入

れ
て
い
る
こ
と
は
判
る
け
れ
ど
加
茂
内
記
を
主
人
公
に
し
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
そ

の
た
め
に
多
く
の
論
文
に
内
記
が
ミ
レ
ニ
ア
ム
思
想
を
江
戸
に
顕
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
彼
の

死
に
よ
っ
て
、
ま
た
一
角
が
「
え
え
ぢ
や
な
い
か
」
を
尻
目
に
見
な
が
ら
横
浜
へ
駆
け
出
し
て

い
く
こ
と
を
以
っ
て
千
年
王
国
の
試
み
は
挫
折
し
た
と
い
う
書
き
方
を
見
る
。
し
か
し
、
果
た

し
て
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
払
拭
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

故
に
本
稿
で
は
内
記
が
目
論
ん
だ
「
開
国
の
大
業
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
、
一
角
の
伊
勢
参

り
や
高
田
富
士
と
相
俟
っ
て
起
き
た
「
え
え
ぢ
や
な
い
か
」
に
見
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
思
想
と
の
関

係
を
中
心
に
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

人
文
科
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
三
年
李

忠
奎
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つ
い
て
は
野
口
武
彦
（
『
海
燕
」
ｌ
「
江
戸
が
か
ら
に
な
る
日
」
昭
和
六
三
・
三
）
が
ノ
ー
マ

ン
・
コ
ー
ン
の
『
千
年
王
国
の
探
求
』
（
《
目
Ｐ
で
鳥
目
。
星
①
昌
一
－
２
三
目
》
初
版
一
九
六
一
年
。

後
、
一
九
七
八
年
江
川
徹
訳
で
は
『
千
年
王
国
の
追
究
』
と
な
っ
て
い
る
）
を
参
考
に
し
な
が

ら
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
教
義
は
、
Ａ
Ｄ
四
三
一
年
の
エ
フ
ェ
ソ
ス
の
宗
教
会
議
に
よ
っ
て
異
端
信
仰
と
さ
れ

た
。
な
に
し
ろ
、
生
前
の
イ
エ
ス
が
約
束
し
た
「
地
上
の
王
国
」
は
教
会
制
度
と
し
て
す

で
に
実
現
し
て
い
る
と
公
示
し
た
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、

「
千
年
王
国
思
想
」
は
、
民
衆
宗
教
の
世
界
へ
と
、
急
速
に
ア
ン
ダ
ワ
ー
ル
ド
化
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
運
動
は
古
代
か
ら
近
代
に
い
た
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
精
神
史
お
よ

び
政
治
史
を
通
じ
て
、
間
歌
的
ま
た
周
期
的
に
地
表
に
噴
出
す
る
。

野
口
武
彦
は
「
急
速
な
社
会
変
化
を
起
す
地
域
」
が
「
安
政
・
万
廷
年
間
と
似
通
っ
て
い
る
」

と
し
た
上
で
、
し
か
し
作
者
（
石
川
淳
）
は
こ
の
江
戸
に
「
千
年
王
国
思
想
」
が
生
み
出
す
ほ

、
、
、
、

ど
の
地
で
は
な
い
）
」
と
は
判
っ
て
い
た
し
、
だ
か
ら
「
江
戸
革
命
を
紙
上
に
架
空
す
る
」
と
論

じ
て
い
る
。
勿
論
こ
れ
は
こ
の
作
品
が
書
か
れ
る
時
期
に
起
こ
っ
て
い
た
「
六
十
年
安
保
」
と
、

江
戸
末
期
の
こ
の
時
期
が
社
会
的
混
乱
を
招
い
た
と
い
う
意
味
で
重
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

「
千
年
王
国
思
想
」
が
ロ
ー
マ
帝
国
の
弾
圧
か
ら
民
衆
に
拡
散
し
て
い
っ
た
信
仰
だ
と
す
れ
ば
、

こ
の
テ
キ
ス
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
切
支
丹
、
い
わ
ゆ
る
隠
れ
切
支
丹
を
措
い
て
他
に
な
い
。
江

戸
以
前
か
ら
何
百
年
に
わ
た
る
厳
し
い
切
支
丹
弾
圧
が
鎖
国
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
は
史
料
が

伝
え
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
鎖
国
と
隠
れ
切
支
丹
は
開
国
と
「
千
年
王
国
」
と
に
そ
れ

ぞ
れ
対
応
し
て
い
て
、
こ
れ
を
正
し
く
解
き
明
か
す
こ
と
が
『
至
福
千
年
』
を
読
む
こ
と
に
な

る
と
い
え
る
。

さ
て
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
作
者
は
藤
田
昌
司
（
「
作
家
に
聞
い
た
ち
ょ
っ
と
い
い
話
』
一
九

九
○
・
十
一
）
の
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
ヨ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
同
士
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
争
い

と
結
び
付
け
て
考
え
て
し
ま
う
」
と
の
質
問
に
「
い
い
え
、
現
代
社
会
を
意
識
し
て
、
認
刺
し

よ
う
と
な
ど
と
い
う
つ
も
り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。
た
だ
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
思
想
を

日
本
に
置
い
て
み
た
ら
、
面
白
い
だ
ろ
う
な
、
と
思
っ
た
だ
け
で
、
も
ち
ろ
ん
ミ
レ
ニ
ア
ム
思

想
が
日
本
に
入
っ
て
き
た
形
跡
は
な
く
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
人
物
も
存
在
し
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
小
説
に
な
っ
た
ん
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
「
『
江
戸
文
学
掌
記
』
と
い
う
作
品
で

読
売
文
学
賞
を
受
賞
し
た
時
の
こ
と
」
だ
と
い
う
。
実
際
こ
の
書
が
編
ま
れ
た
（
「
夷
齋
華
言
」

（
’
九
七
七
・
四
～
’
九
七
八
・
五
）
に
連
載
し
た
一
部
と
「
続
夷
齋
華
言
」
（
’
九
七
九
・
’

～
’
九
八
○
・
一
一
一
）
の
一
部
）
の
は
一
九
八
○
年
六
月
で
あ
り
、
受
賞
し
た
の
は
翌
年
二
月
五

日
で
あ
る
。
『
至
福
千
年
』
が
書
か
れ
て
十
五
年
後
と
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
作
者
が
自
ら

「
現
代
社
会
を
意
識
」
し
な
か
っ
た
と
述
べ
た
こ
と
を
受
け
て
そ
の
ま
ま
考
え
る
必
要
は
な
く
、

ま
た
「
調
刺
し
よ
う
と
な
ど
と
い
う
つ
も
り
は
全
く
」
な
か
っ
た
と
も
思
わ
な
い
。
そ
れ
は
一

角
や
内
記
の
考
え
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
は
い
え
、
彼
ら
に
充
分
見
て
取
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
一
角
と
内
記
を
取
り
あ
げ
た
か
ら
に
は
早
速
二
人
の
中
に
割
っ
て
入
り
た
い
が
、
そ
れ
よ

り
も
ま
ず
、
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
思
想
」
に
暫
ら
く
止
ま
り
た
い
。

こ
の
「
千
年
王
国
思
想
」
は
救
世
主
イ
エ
ス
・
ク
リ
ス
ト
の
再
臨
に
よ
っ
て
の
み
実
現
で
き

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
実
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
勿

論
内
記
や
松
太
夫
た
ち
も
同
様
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
彼
ら
が
真
に
こ
の
江
戸

に
ミ
レ
ニ
ア
ム
思
想
が
実
現
で
き
る
と
は
毛
頭
思
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
彼
ら
が

如
何
な
る
所
以
を
以
っ
て
聖
母
マ
リ
ア
や
イ
エ
ス
・
ク
リ
ス
ト
を
持
ち
出
し
た
と
し
て
も
所
詮

そ
れ
は
各
々
の
欲
望
や
そ
の
た
め
の
偽
装
と
欺
嫡
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
。
上
記
し
た
作
者
の
言

葉
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ
ば
、
日
本
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
思
想
が
な
い
か
ら
そ
れ
を
架
空
し
て
、
こ

の
「
ミ
レ
ー
ー
ア
ム
の
思
想
を
日
本
に
置
い
て
み
」
よ
う
と
し
た
も
の
だ
と
理
解
で
き
る
。

も
し
こ
の
国
に
無
血
革
命
と
い
ふ
も
の
が
お
こ
な
は
れ
う
る
と
す
れ
ば
、
負
い
く
さ
は
け

だ
し
千
戦
一
遇
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
あ
た
へ
ら
れ
た
民
主
主
義
と
い
ふ
思
想

が
い
か
に
あ
め
え
も
の
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
負
い
く
さ
と
い
ふ
現
実
は
歴
史
上
決
し
て

あ
め
え
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
人
民
は
こ
の
現
実
を
人
民
の
生
活
に
と
っ
て
幸
運
で
あ
る

や
う
な
方
向
に
切
替
へ
て
、
あ
め
え
思
想
に
筋
金
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
相
談
で
は

、
、
、
、
、
、

な
か
っ
た
は
ず
だ
ね
。
こ
れ
は
死
ん
だ
子
の
年
で
は
な
い
。
す
な
は
ち
、
）
」
の
こ
と
が
今

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

日
は
も
う
不
可
能
に
な
っ
た
と
考
へ
る
よ
り
も
、
で
き
る
だ
け
す
ぐ
な
い
人
民
の
流
血
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

量
を
も
っ
て
、
今
日
で
も
ま
だ
可
能
だ
と
考
へ
た
は
う
が
、
歴
史
条
件
に
於
て
妥
当
で
あ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

り
、
精
神
の
運
動
に
と
っ
て
便
利
だ
と
い
ふ
意
味
だ
よ
。
人
民
の
生
活
は
決
し
て
あ
き
ら

め
る
な
ん
ぞ
と
い
ふ
こ
と
を
知
っ
て
は
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
絶
望
的
に
あ
き
ら
め
ま

せ
ん
よ
。
（
傍
点
引
用
者
）

（
「
革
命
と
は
何
か
』
昭
和
二
六
・
八
「
文
学
界
』
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
れ
は
革
命
に
つ
い
て
の
氏
の
認
識
で
あ
る
。
革
命
が
「
今
日
は
も
う
不
可
能
に
な
っ
た
と

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

考
へ
る
よ
り
も
、
で
き
る
だ
け
す
ぐ
な
い
人
民
の
流
血
の
量
を
も
っ
て
、
今
日
で
も
ま
だ
可
能

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
勺

だ
と
考
へ
た
は
う
が
、
歴
史
条
件
に
於
て
妥
当
で
あ
り
、
精
神
の
運
動
に
と
っ
て
便
利
」
で
あ

、
、
、
、

る
が
た
め
に
「
江
戸
革
命
を
紙
上
に
架
空
」
し
た
と
い
え
る
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
の
革
命
は
革
命
と
し
て
し
か
意
味
を
成
さ
な
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
氏
は

『
革
命
家
の
夢
』
（
昭
和
四
二
・
十
｜
・
十
一
『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
）
に
於
て
ノ
ー
マ
ン
・
コ
ー

ン
の
「
「
ミ
レ
ニ
ヤ
ム
研
究
」
」
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ョ
ル
の
「
「
ザ
・
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
」
」
の
二

書
を
挙
げ
な
が
ら
ジ
ョ
ル
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

「
こ
の
た
ぐ
ひ
の
運
動
は
そ
の
社
会
変
革
へ
の
要
望
の
根
拠
を
ど
こ
に
置
い
た
か
と
い
へ

ぱ
、
ミ
レ
ニ
ヤ
ム
は
た
だ
ち
に
可
能
だ
と
い
ふ
信
仰
か
ら
こ
れ
を
発
し
た
。
つ
ぎ
に
来
る

も
の
と
、
堕
落
以
前
の
エ
デ
ン
の
園
の
黄
金
時
代
へ
の
復
帰
と
の
結
合
。
」

こ
の
文
は
「
異
端
と
理
性
」
の
章
に
当
た
る
部
分
で
中
世
に
於
け
る
異
端
と
見
ら
れ
た
一
群

の
運
動
に
つ
い
て
の
ジ
ョ
ル
の
認
識
で
あ
る
。
こ
れ
が
西
洋
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
思
想
だ
と
し
た
上

で
、
東
洋
に
は
「
武
陵
桃
源
」
が
あ
る
け
れ
ど
「
今
日
の
荘
士
諸
君
は
な
に
を
お
も
っ
て
ゐ
る

こ
と
や
ら
・
と
い
ふ
こ
と
は
、
革
命
家
の
夢
は
ど
こ
に
消
え
た
こ
と
や
ら
」
と
、
嘆
息
を
吐
い

て
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
こ
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
思
想
は
「
社
会
変
革
へ
の
要
望
」
に
生
き
る
も
の
で
あ
り
、

ま
た
そ
れ
は
「
た
だ
ち
に
可
能
だ
と
い
ふ
信
仰
」
に
端
を
発
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
こ
の
意
味

に
於
て
ミ
レ
ニ
ア
ム
思
想
は
現
実
的
（
文
学
に
於
て
）
に
革
命
と
し
て
起
こ
り
う
る
こ
と
を
示

唆
し
て
お
り
、
そ
の
実
践
と
し
て
『
至
福
千
年
」
が
書
か
れ
て
い
る
。
「
社
会
変
革
へ
の
要
望
」

は
少
な
く
と
も
「
負
い
く
さ
は
け
だ
し
千
載
一
過
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
」
合
革
命
家

の
夢
」
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
虚
し
く
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
け
れ
ど
も
今
現
に
「
社
会
変

革
へ
の
要
望
」
が
社
会
的
運
動
と
し
て
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
上
記
し
た
よ
う

に
日
米
安
全
保
障
条
約
（
事
実
上
は
日
米
軍
事
同
盟
で
あ
る
）
い
わ
ゆ
る
「
六
十
年
安
保
」
が

そ
れ
に
該
当
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
厳
密
に
い
え
ば
こ
の
種
の
運
動
は
「
え
え
ぢ

や
な
い
か
」
の
民
衆
蜂
起
に
即
し
て
い
え
ば
「
社
会
変
革
へ
の
要
望
」
で
は
な
い
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
流
血
を
見
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
尚
且
つ
そ
れ
は
日
米
安
保
に
対
す
る
反
対
意
志
の
そ
れ

に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
全
共
闘
運
動
も
そ
の
域
を
出
な
い
。
そ
れ
は
戦
後

与
え
ら
れ
た
民
主
主
義
に
よ
っ
て
潰
え
た
と
も
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
故
に
も
は
や
現

、
、
、
、

代
に
於
て
ミ
レ
ー
ー
ア
ム
思
想
Ⅱ
革
命
を
夢
見
る
の
は
不
可
能
と
な
っ
た
。
し
か
し
「
今
日
で
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ま
だ
可
能
だ
と
考
へ
た
は
う
」
が
云
々
と
の
反
論
を
予
想
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
よ
り
そ
の
実

現
性
が
高
く
、
聖
地
と
し
て
相
応
し
い
地
が
こ
の
江
戸
で
あ
っ
た
と
す
る
作
者
の
認
識
に
他
な

ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
「
暴
力
に
よ
っ
て
既
成
の
体
制
を
全
面
的
に
く
つ
が
え
す
こ
と
こ
そ
、

あ
た
ら
し
い
秩
序
を
う
み
だ
す
不
可
欠
の
準
備
行
動
で
あ
る
」
ミ
ア
ナ
キ
ス
ト
』
ジ
ェ
ー
ム
ズ
．

ジ
ョ
ル
箸
荻
原
延
寿
・
野
水
瑞
穂
訳
昭
和
五
十
・
二
岩
波
書
店
）
と
す
る
ト
ー
マ
ス
・

ミ
ュ
ン
ッ
ァ
ー
的
運
動
（
彼
の
革
命
運
動
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
暴
力
を
強
調
し
て
い

る
点
に
於
て
）
で
は
な
く
、
ジ
ョ
ル
が
同
書
で
「
冷
酷
且
つ
無
意
味
な
暴
力
や
テ
ロ
に
よ
っ
て
、

帳
消
し
に
さ
れ
た
」
ア
ナ
キ
ス
ト
た
ち
の
行
動
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
石
川
淳
も
革
命
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

於
て
「
コ
ワ
イ
の
は
運
動
の
法
則
に
反
す
る
暴
力
」
で
あ
り
、
「
で
き
る
だ
け
す
ぐ
な
い
人
民
の

、
、
、
、
、
、
、
、

流
血
の
量
を
も
っ
て
」
「
平
和
的
に
、
ま
た
建
設
的
」
に
行
わ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
（
以
上
「
革

命
と
は
何
か
』
）
持
論
に
基
づ
き
、
江
戸
末
期
の
「
え
え
ぢ
や
な
い
か
」
運
動
が
ま
さ
に
そ
れ
と

合
致
し
て
い
る
と
考
え
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

江
戸
末
期
の
こ
の
よ
う
な
民
衆
運
動
は
一
摸
や
世
直
し
で
見
る
よ
う
に
遠
い
昔
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
何
を
以
っ
て
江
戸
が
よ
り
実
現
性
が
高
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
内
記
に
い
わ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
を
二
ヶ
所
引
い
て
見
よ
う
。

こ
の
わ
れ
ら
の
側
か
ら
、
今
日
世
上
の
あ
ら
そ
ひ
を
見
て
、
去
就
い
づ
れ
が
利
か
。
幕
府

の
運
命
今
や
尽
き
た
。
つ
ぶ
れ
る
幕
府
を
し
て
ま
づ
天
朝
を
つ
ぶ
さ
し
め
よ
。
勤
王
を
唱

へ
る
肚
黒
き
悪
人
ど
も
、
名
を
天
朝
に
借
り
て
事
を
成
さ
う
と
は
か
る
。
悪
人
、
ほ
ろ
ぼ

す
べ
し
。
こ
の
世
を
天
朝
の
世
と
は
さ
せ
る
な
。
こ
れ
ぞ
わ
れ
ら
が
宿
願
の
さ
ま
た
げ
と

知
れ
。
悪
人
を
討
た
し
め
て
の
ち
、
傷
つ
け
る
幕
府
を
討
つ
は
わ
れ
ら
の
任
ぢ
や
。
わ
れ

ら
の
世
と
な
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
開
国
の
大
業
は
成
る
ぞ
。
さ
し
あ
た
っ
て
、
掃
部
頭

の
正
道
、
か
へ
つ
て
わ
れ
ら
に
は
幸
便
と
お
も
へ
。
か
れ
を
し
て
そ
の
欲
す
る
と
こ
ろ
を

お
こ
な
は
し
め
る
に
如
か
ず
ぢ
や
て
。

わ
し
は
天
明
の
田
沼
が
こ
こ
ろ
ざ
し
て
成
し
え
な
か
っ
た
開
国
の
大
事
を
、
手
お
く
れ
に

は
似
る
が
、
今
こ
の
掃
部
頭
を
し
て
成
さ
し
め
や
う
と
す
る
。
こ
れ
も
と
よ
り
幕
府
延
命

の
た
め
で
は
な
い
。
か
ね
て
み
な
み
な
に
も
お
り
に
ふ
れ
て
申
し
聞
け
た
や
う
に
、
し
ば

ら
く
幕
府
の
力
を
強
大
に
し
て
か
の
京
の
禁
廷
と
い
ふ
悪
龍
を
調
伏
さ
せ
る
た
め
ぢ
や
。

悪
龍
息
を
ひ
そ
め
た
の
ち
は
、
大
老
な
に
も
の
ぞ
、
ど
の
み
ち
短
薬
の
と
も
し
び
の
、
長

つ
づ
き
は
せ
ぬ
幕
府
の
運
命
だ
。
こ
れ
を
一
息
に
吹
き
消
す
べ
し
。

幕
府
も
禁
廷
も
悪
龍
で
あ
り
、
幕
府
に
し
て
朝
廷
の
「
悪
人
を
討
た
し
め
て
の
ち
、
傷
つ
け

る
幕
府
を
計
つ
は
わ
れ
ら
の
任
ぢ
や
。
わ
れ
ら
の
世
と
な
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
開
国
の
大
業

は
成
る
」
と
は
、
政
治
に
於
て
最
も
不
安
定
で
あ
り
、
弱
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
お
り
、
故
に
「
わ
れ
ら
の
世
」
と
す
る
に
は
戦
後
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
絶
好
の
チ
ャ
ン
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こ
の
地
上
楽
園
の
建
設
の
失
敗
に
つ
い
て
は
次
章
に
誠
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
遠

因
で
あ
る
一
角
と
内
記
、
そ
の
他
の
人
物
の
策
略
と
心
底
に
潜
め
て
い
る
魂
胆
に
つ
い
て
考
察

を
し
た
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
隠
れ
切
支
丹
の
内
記
と
松
太
夫
ら
が
目
指
す
地
上
楽
園
、

そ
れ
か
ら
盗
人
の
一
角
が
夢
見
る
江
戸
に
は
大
き
な
満
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
も
つ
と
端
的
に

言
え
ば
、
前
者
は
地
上
楽
園
を
訴
え
な
が
ら
、
そ
の
一
方
に
「
開
国
」
を
唱
え
て
い
る
。
し
か

し
こ
の
二
つ
の
言
葉
は
必
ず
し
も
同
義
の
上
に
立
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
か
ら
他
方

は
幕
府
や
禁
廷
が
作
り
上
げ
た
世
の
中
の
仕
掛
を
覆
す
、
い
わ
ば
世
直
し
を
目
指
し
て
い
る
。

こ
の
両
者
の
間
に
は
根
底
か
ら
埋
ま
ら
ぬ
思
想
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

で
は
、
論
を
進
め
る
に
於
て
、
ま
ず
内
記
と
松
太
夫
の
関
係
を
述
べ
て
か
ら
次
章
で
一
角
と

内
記
の
関
係
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
革
命
の
仲
間
は
自
然
と
割
れ
る
。
昔
か
ら
そ
う
で
す
。
や
む
を
得
な
い
ん
で
し
ょ
う
ね
」

（
藤
田
昌
司
前
掲
書
）
と
は
、
内
記
と
松
太
夫
の
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
隠
れ
切
支
丹
で
あ
り
、

こ
の
世
に
地
上
楽
園
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
念
願
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
ど
こ
の
革
命
に
於
て

も
仲
間
割
れ
を
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
暴
力
を
伴
う
組
織
内

で
の
対
立
や
対
抗
の
内
ゲ
バ
に
発
展
し
て
い
く
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ジ
ョ
ル
が
述
べ
て
い
る
（
前

ス
と
し
て
共
通
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
江
戸
は
戦
後
の
そ
れ
と
は
ま
た
違
う
背
景
を
呈

し
て
い
る
。
そ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
戦
後
の
近
代
が
与
え
ら
れ
た
世
の
中
な
の
に
対
し
て
、

こ
の
江
戸
に
於
け
る
民
衆
一
摸
は
自
分
た
ち
の
力
で
世
直
し
を
成
し
遂
げ
、
そ
こ
に
地
上
楽
園

の
宿
願
を
成
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
一
角
を
始
め
、
乞
食
非
人
た
ち
の
血
の
通
っ
た
民
衆
蜂

起
こ
そ
が
江
戸
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
思
想
を
果
た
し
う
る
所
以
で
あ
る
。
「
江
戸
が
か
ら
に
な
る

日
」
と
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
野
口
武
彦
は
「
幕
府
の
権
力
喪
失
、
「
江
一
戸
が
か

ら
に
な
る
日
」
で
あ
る
」
（
前
掲
書
）
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
江
戸
幕
府
の
権
力
消
失

の
み
で
は
な
く
、
朝
廷
の
そ
れ
も
潰
え
、
乞
食
非
人
た
ち
に
よ
る
「
わ
れ
ら
の
世
」
の
開
け
こ

そ
が
空
に
な
る
江
戸
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
地
上
楽
園
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
こ
ろ
が
、
一
角
や
乞
食
非
人
た
ち
に
と
っ
て
夢
見
て
い
た
は
ず
の
地
上
楽
園
は
つ
い
に
こ

の
江
戸
に
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
へ
の
永
久
的
精
神
運
動
は
一
角
に
於
て
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一一

掲
書
）
よ
う
に
こ
の
内
ゲ
バ
を
露
呈
し
て
い
る
の
は
、
内
記
を
中
心
と
す
る
「
千
年
会
」
の
グ

ル
ー
プ
と
松
太
夫
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
の
内
ゲ
バ
が
一
つ
の
方
法
と
し
て
描
か
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
恰
も
こ
れ
が
主
題
で
あ
る
か
の
如
く
「
内
ゲ
バ
が
こ
の
小
説
の
醍
醐
味
」
（
藤

田
昌
司
前
掲
書
）
だ
と
か
、
「
こ
の
小
説
は
、
階
級
間
闘
争
で
は
な
く
階
級
内
闘
争
で
あ
っ
て
、

内
ゲ
バ
小
説
で
あ
る
」
（
竹
内
清
己
『
石
川
淳
研
究
』
ｌ
「
『
至
福
千
年
』
艫
ノ
ー
ト
ー
そ

の
時
空
間
と
人
物
設
定
」
平
成
三
・
十
一
森
安
理
文
・
本
田
典
国
共
著
）
と
す
る
愚
論
も
散

見
で
き
る
。
確
か
に
内
ゲ
バ
が
最
初
か
ら
ず
っ
と
描
か
れ
て
は
い
る
が
そ
れ
は
こ
の
小
説
の
枝

葉
的
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
対
立
の
構
造
に
つ
い
て
は
渡
辺
喜
一
郎
（
『
石
川
淳
研
究
』
ｌ
「
石

川
淳
の
江
一
戸
と
革
命
幻
想
ｌ
『
至
纒
千
年
』
論
の
た
め
に
ｌ
」
昭
和
六
二
・
十
一
）
の
論

を
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
、
そ
も
そ
も
内
ゲ
バ
と
は
同
じ
思
想
や
理
想
を
持
ち
な
が
ら
、
そ
れ
を
実
現
す
る
際
に

方
法
や
手
段
の
違
い
か
ら
収
拾
が
つ
か
ず
、
そ
の
反
動
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
暴
力
と
化
し
て
仲
間

同
士
が
闘
う
と
い
う
愚
に
も
つ
か
な
い
行
動
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
見
る
内
ゲ
バ
は

一
角
が
「
千
年
会
」
に
属
し
て
い
る
と
い
う
前
提
に
於
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
一
角
が
内
記
の
下
で
活
躍
を
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
行
為
を

一
角
と
同
一
視
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
上
記
し
た
二
つ
の
論
は
概
ね
こ
の
線

上
で
の
認
識
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
全
く
的
外
れ
で
あ
る
と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

何
故
な
ら
一
角
は
そ
も
そ
も
彼
ら
の
宗
教
な
ん
か
信
じ
て
い
な
い
し
、
内
記
も
「
な
か
な
か
の

し
た
た
か
も
の
。
使
ひ
道
に
依
っ
て
は
ず
ゐ
ぶ
ん
役
に
立
た
う
に
」
で
判
る
よ
う
に
最
初
か
ら

彼
を
利
用
し
よ
う
と
し
か
考
え
て
い
な
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
内
ゲ
バ
は
内
記
と

松
太
夫
と
に
於
て
で
あ
り
、
｜
角
は
む
し
ろ
そ
れ
を
利
用
し
て
い
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
．

要
す
る
に
内
ゲ
バ
は
こ
の
小
説
に
於
て
一
つ
の
方
法
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
早
速
内
記
と
松
太
夫
の
関
係
に
移
る
こ
と
に
す
る
。

松
太
夫
の
見
る
内
記
は
「
火
に
し
て
火
に
あ
ら
ず
。
さ
て
は
白
狐
を
使
っ
た
な
。
ど
う
も
加

茂
ど
の
の
筋
が
あ
や
し
い
と
は
に
ら
ん
で
ゐ
た
が
、
は
た
し
て
そ
れ
で
あ
っ
た
か
。
せ
っ
か
く

切
支
丹
の
物
識
も
、
こ
こ
ろ
ね
ぢ
け
て
は
手
に
お
へ
い
」
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
ひ
と
を
殺

し
、
筋
目
を
や
ぶ
り
、
世
を
さ
は
が
す
。
そ
れ
が
な
ん
の
た
め
と
も
知
れ
ぬ
。
西
洋
で
い
ふ
無

政
府
の
た
ぐ
ひ
で
は
な
い
か
」
と
い
い
、
「
お
よ
そ
富
と
力
と
の
ま
ぼ
ろ
し
を
そ
そ
の
か
す
や
う

な
も
の
の
な
い
世
界
を
ぱ
、
｜
千
年
の
王
土
と
は
呼
ぶ
ぞ
。
し
か
る
に
、
人
を
け
し
か
け
る
に
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富
と
力
と
の
ま
ぼ
ろ
し
を
も
っ
て
し
て
、
こ
の
至
上
の
楽
土
を
ま
の
あ
た
り
に
作
り
出
さ
う
と

は
、
事
の
顛
倒
は
は
な
は
だ
し
い
」
と
非
難
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
「
お
よ
そ
富
と
力
と
の
ま
ぼ
ろ
し
を
そ
そ
の
か
す
や
う
な
も
の
の
な
い
世
界
を
ぱ
、
一
千
年

、
、
、
、
、
、
、

の
王
土
と
は
呼
ぶ
」
（
傍
点
・
引
用
者
以
下
同
様
）
と
い
い
な
が
ら
、
「
わ
た
し
は
わ
た
し
な

り
に
、
富
と
い
ふ
も
の
に
つ
い
て
目
を
ひ
ら
い
た
。
富
者
を
酪
駝
に
な
ぞ
ら
へ
た
聖
な
る
お
こ

と
ば
は
耳
に
き
び
し
い
が
、
そ
れ
は
凡
下
の
及
び
も
つ
か
ぬ
境
の
こ
と
。
凡
下
が
こ
こ
ろ
の
や

す
ら
ぎ
を
せ
め
て
地
上
に
も
と
め
る
た
め
に
は
、
ま
た
せ
め
て
地
獄
へ
の
お
と
し
穴
を
避
け
る

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

た
め
に
は
、
富
一
」
そ
む
し
ろ
一
つ
の
手
だ
て
で
は
な
い
か
」
と
は
矛
盾
そ
の
も
の
で
あ
る
。
河

上
徹
太
郎
が
い
う
よ
う
に
「
切
支
丹
と
い
え
ば
、
ひ
た
す
ら
ク
ル
ス
に
す
が
る
法
悦
に
生
き
、

残
虐
な
殉
教
を
も
の
と
も
し
な
い
忍
従
の
姿
が
常
識
」
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
こ
の
終
末
観

的
な
絶
望
が
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
信
仰
を
生
む
訳
だ
が
、
で
は
彼
ら
に
ど
こ
ま
で
宗
教
心
が
あ
る
の

か
と
見
れ
ば
、
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
そ
ん
な
も
の
は
一
か
け
ら
も
な
い
と
い
え
る
と
こ
ろ
に

こ
の
小
説
の
痛
快
な
と
こ
ろ
が
あ
る
」
（
「
河
上
徹
太
郎
全
集
』
六
巻
ｌ
「
石
川
淳
「
至
福
千
年
」
」
）

よ
う
に
松
太
夫
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
内
記
に
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
彼
ら
の
い
う
「
至
上

の
楽
土
」
や
地
上
楽
園
と
は
所
詮
戯
言
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

内
記
の
「
わ
れ
ら
の
側
か
ら
、
今
日
世
上
の
あ
ら
そ
ひ
を
見
て
、
去
就
い
づ
れ
が
利
か
。
幕

府
の
運
命
今
や
尽
き
た
。
つ
ぶ
れ
る
幕
府
を
し
て
ま
づ
天
朝
を
つ
ぶ
さ
し
め
よ
。
勤
王
を
唱
へ

る
肚
黒
き
悪
人
ど
も
、
名
を
天
朝
に
借
り
て
事
を
成
さ
う
と
は
か
る
。
悪
人
、
ほ
ろ
ぼ
す
べ
し
。

こ
の
世
を
天
朝
の
世
と
は
さ
せ
る
な
。
こ
れ
ぞ
わ
れ
ら
が
宿
願
の
さ
ま
た
げ
と
知
れ
。
ｌ
中
略

ｌ
わ
れ
ら
の
世
と
な
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
開
国
の
大
業
は
成
る
ぞ
―
と
は
、
如
何
に
も
そ
こ

、
、
、
、
、

に
「
千
年
王
国
思
想
」
が
実
現
す
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
し
か
し
「
開
国
の
大
業
」
の
意

味
を
分
析
す
れ
ば
直
ち
に
内
記
の
正
体
は
知
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
内
記
批
判
は
松
太
夫
だ
け
で
な
は
な
い
。
内
記
と
同
じ
宗
門
に
属
し
、
彼
に
仕
え
て
き

た
更
源
が
い
る
。
彼
は
途
中
内
記
か
ら
離
れ
て
行
き
、
野
垂
れ
死
に
に
な
る
末
路
を
踏
む
わ
け

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
い
か
に
宗
門
の
た
め
、
万
民
の
た
め
と
は
い
へ
、
地
上
に
あ
ら
そ
ひ
の

火
を
焚
き
つ
け
よ
う
と
て
、
ひ
と
を
殺
し
財
を
や
ぶ
り
、
世
間
が
悪
と
見
る
と
こ
ろ
を
お
こ
な

っ
て
は
ば
か
ら
ぬ
と
は
、
使
徒
の
道
を
つ
ら
ぬ
く
か
ど
う
か
」
と
い
う
疑
問
か
ら
で
あ
っ
た
。

、
、
、
、
、

そ
れ
は
河
上
徹
太
郎
の
い
う
信
者
の
姿
と
は
掛
け
離
れ
た
と
》
」
ろ
に
内
記
の
「
開
国
の
大
業
」

が
あ
る
。
さ
ら
に
「
さ
か
づ
き
に
そ
そ
ぐ
の
は
葡
萄
の
酒
な
ら
ず
、
ま
さ
に
人
間
の
血
。
（
中
略
）

今
、
老
師
み
づ
か
ら
力
に
酔
っ
て
血
の
ま
ぼ
ろ
し
を
見
る
。
こ
れ
も
ま
ぼ
ろ
し
に
似
て
ま
ぼ
ろ

し
に
非
ず
と
す
れ
ば
、
や
が
て
現
ず
る
と
い
ふ
楽
土
は
い
か
な
る
世
界
か
。
ね
が
は
く
は
仔
細

に
示
し
た
ま
へ
。
神
の
国
と
称
し
て
、
あ
る
ひ
は
魔
の
国
」
と
化
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

、
、
、
、
、

ま
さ
に
内
記
の
「
千
年
会
」
が
目
指
す
真
の
目
的
、
そ
れ
は
「
開
国
の
大
業
」
を
成
し
遂
げ
た

、
、
、
、
、

「
魔
の
国
」
に
他
な
ら
な
い
。
一
）
の
「
開
国
の
大
業
」
を
内
記
自
身
の
言
葉
に
窺
え
る
。
「
開
国

と
い
へ
ぱ
ま
づ
交
易
ぢ
や
。
薩
摩
は
む
か
し
か
ら
抜
荷
に
年
季
を
入
れ
た
国
が
ら
ゆ
ゑ
、
外
国

相
手
の
商
法
に
如
才
は
あ
る
ま
い
。
今
日
い
ち
は
や
く
生
糸
を
も
っ
て
取
引
の
道
を
切
り
ひ
ら

い
た
と
す
れ
ば
、
ほ
ん
の
交
易
の
一
端
と
は
い
へ
、
こ
れ
す
な
は
ち
開
国
の
さ
き
が
け
」
で
あ

り
、
「
大
海
の
水
の
澱
紗
た
る
を
夢
み
る
。
こ
れ
聖
地
を
夢
み
て
い
ま
だ
そ
こ
に
至
ら
ぬ
も
の
ぢ

や
。
聖
地
は
他
な
し
。
今
こ
の
地
ぢ
や
。
こ
の
地
を
け
が
す
も
の
を
討
ち
は
ら
へ
ぱ
、
や
が
て

は
地
上
楽
園
と
な
ら
う
。
ゆ
め
う
た
が
ふ
な
。
わ
れ
ら
の
宿
願
ま
た
こ
こ
に
あ
る
」
と
す
る
世

界
は
千
年
至
福
ど
こ
ろ
か
、
そ
こ
に
は
経
済
に
よ
る
富
の
江
戸
が
控
え
て
い
る
。

実
際
こ
の
作
品
が
書
か
れ
た
の
は
序
で
も
判
る
よ
う
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
翌
年
で
あ
る
。

作
者
は
『
西
瀧
日
録
」
（
昭
和
四
十
・
三
～
八
『
展
望
』
）
に
前
年
に
行
わ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
つ
い
て
不
快
感
を
述
べ
て
い
る
。
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
と
い
ふ
逆
上
ぶ
り
を
見
な
い
で
す

ま
せ
る
た
め
に
は
、
ち
や
う
ど
わ
た
り
に
船
で
あ
っ
た
」
と
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ラ
イ
タ
ー
ズ
・

ユ
ー
ー
オ
ン
か
ら
の
招
待
に
応
じ
て
旅
行
（
昭
和
一
一
一
九
・
二
七
（
横
浜
）
～
十
・
二
九
（
フ
ラ
ン

ス
）
）
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
入
っ
て
は
特
別
に
用
も
な
い
ま
ま
一
ヶ
月
間
も
滞
在
す
る
。
そ
う
し
て
、

、
、
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
と
き
に
帰
国
す
る
と
い
う
徹
底
振
り
で
あ
る
。
内
記
の
「
開
国
の

大
業
」
云
々
は
こ
れ
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。

神
に
奉
ら
れ
、
ま
た
松
太
夫
の
配
下
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
雲
丸
は
「
わ
が
行
く
方
に
楽
土
あ

り
。
わ
れ
に
し
た
が
っ
て
楽
土
に
入
ら
ん
と
な
ら
ば
、
ま
づ
悪
龍
を
封
ず
る
た
め
に
た
た
か
へ
。

わ
が
下
知
に
そ
む
く
な
。
悪
龍
の
か
た
わ
れ
は
な
ん
ぢ
ら
の
列
の
中
に
も
を
る
ぞ
。
そ
れ
な
る

内
記
こ
そ
聖
教
の
賊
」
だ
と
い
う
。
内
記
は
「
千
年
会
」
と
称
し
て
実
は
私
利
私
欲
や
権
力
に

満
ち
た
幕
府
や
朝
廷
と
変
ら
ぬ
一
悪
龍
」
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
松
太
夫
が
「
横
浜
の
新
居
は
す
な
は
ち
商
館
。
仕
事
は
す
な
は
ち
開
国
。
交

易
商
売
に
は
く
ろ
う
と
も
ゐ
る
だ
ら
う
が
、
開
国
開
花
に
か
け
て
は
日
本
中
し
ろ
う
と
ば
か
り

だ
。
み
な
も
め
い
め
い
そ
の
一
筒
と
お
も
へ
。
従
来
ど
ほ
り
、
富
を
積
ん
で
信
を
つ
ら
ぬ
く
と

い
ふ
一
念
は
わ
た
し
に
於
て
楡
ら
な
い
」
よ
う
に
お
互
い
が
誹
誇
中
傷
を
行
っ
て
も
彼
も
内
記

と
同
様
に
同
じ
穴
の
籍
な
の
で
あ
る
。
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こ
の
章
で
は
一
角
の
ミ
レ
ー
ー
ア
ム
思
想
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
関
係
の
解

明
に
よ
っ
て
内
記
と
の
関
係
も
自
然
と
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

｜
角
は
そ
も
そ
も
盗
人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
野
口
武
彦
が
い
う
よ
う
に
「
盗
賊
・
非
人
・
乞

ト
リ
ニ
テ
イ

食
と
い
う
い
わ
ば
俗
の
俗
な
る
一
二
位
一
体
」
（
前
掲
書
）
の
「
俗
の
俗
」
、
「
下
司
の
中
の
下
司
」

に
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
故
に
一
角
の
み
で
は
な
く
彼
ら
の
千
年
王
国
へ
の

念
願
は
必
然
性
を
極
得
す
る
わ
け
で
あ
る
。
い
や
、
も
っ
と
正
確
に
い
う
な
ら
ば
こ
の
「
世
の

中
の
仕
掛
」
を
転
覆
す
る
こ
と
に
於
て
真
の
世
直
し
が
成
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
内
記

が
「
過
ぎ
し
世
は
み
な
罪
の
世
ぢ
や
。
こ
の
う
へ
さ
ら
に
む
な
し
く
一
日
す
ご
せ
ば
一
日
の
罪
。

一
年
を
過
ご
せ
ば
一
年
の
罪
ぢ
や
」
と
説
き
、
「
今
日
た
だ
い
ま
、
か
の
悪
龍
を
捕
へ
て
こ
れ
を

封
ず
る
こ
と
は
す
な
は
ち
わ
れ
ら
の
任
」
と
煽
て
て
い
る
の
も
そ
の
所
以
で
あ
る
。
そ
こ
で
一

角
が
「
も
っ
て
う
ま
れ
た
悪
一
本
の
お
れ
の
性
根
。
こ
れ
は
ぶ
つ
た
た
い
て
も
直
ら
ね
え
」
と

自
分
の
素
性
を
語
っ
た
上
で
、
「
そ
の
悪
龍
と
か
い
ふ
も
の
を
ふ
ん
づ
か
ま
へ
て
封
じ
こ
め
た
あ

か
つ
き
に
は
、
が
ら
り
と
世
の
中
が
か
は
つ
て
お
れ
は
も
つ
て
う
ま
れ
た
性
根
の
ま
ま
、
今

ま
で
犯
し
た
罪
の
重
荷
を
し
よ
っ
た
ま
ま
、
な
ん
の
気
が
ね
苦
労
も
な
く
、
そ
の
あ
た
ら
し
い

世
の
中
に
ぬ
っ
と
は
ひ
っ
て
行
く
と
、
と
た
ん
に
ど
ん
で
ん
が
へ
し
、
お
れ
は
う
ま
れ
か
は
っ

た
や
う
に
」
な
る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
。
こ
れ
は
内
記
が
説
く
地
上
楽
園
と
は
違
っ
た
意
味

に
於
て
一
角
は
受
け
止
め
て
い
る
。
地
上
楽
園
と
は
「
悪
龍
」
を
封
じ
こ
め
た
後
に
開
け
る
で

あ
ろ
う
世
に
他
な
ら
な
い
。
即
ち
千
年
王
国
、
八
至
福
千
年
Ｖ
で
あ
る
。

悪
竜
退
治
の
荒
事
は
、
こ
の
お
れ
に
ま
か
せ
て
も
ら
は
う
。
禁
廷
だ
ら
う
と
幕
府
だ
ら
う

と
、
こ
れ
な
る
金
剛
丈
を
も
っ
て
た
だ
ひ
と
う
ち
だ
。
お
れ
は
近
頃
料
簡
が
か
は
つ
た
よ
。

以
前
は
ひ
と
を
殺
し
も
の
を
盗
む
た
び
ご
と
に
、
こ
れ
が
罪
を
犯
し
た
と
い
ふ
こ
と
か
と
、

ひ
そ
か
に
く
る
し
い
お
も
ひ
を
し
た
が
、
今
で
は
そ
の
お
な
じ
こ
と
が
た
の
し
く
な
っ
た
。

ｌ
中
略
ｌ
悪
を
か
さ
ね
る
の
は
善
を
積
む
に
お
な
じ
と
い
ふ
勘
定
に
な
る
だ
ら
う
。
こ
の

真
心
を
押
し
と
ほ
し
て
、
悪
龍
封
印
の
日
に
乗
り
こ
め
ば
、
そ
こ
で
お
れ
の
心
は
よ
い
は

う
に
う
ま
れ
か
は
る
と
見
き
は
め
た
。
罪
の
汚
名
を
き
せ
ら
れ
た
お
れ
の
所
行
の
か
ず
か

ず
は
め
で
た
く
聖
水
に
き
よ
め
ら
れ
た
》
フ
ヘ
に
、
祝
福
の
恩
賞
ま
で
さ
づ
か
つ
て
、
男
一

匹
、
し
あ
は
せ
な
や
つ
が
御
誕
生
と
お
目
に
か
け
る
。
ま
た
そ
の
場
所
が
遠
い
見
し
ら
ぬ

国
の
空
で
は
な
く
て
、
今
こ
こ
に
ゐ
る
こ
の
江
戸
の
土
地
で
、
つ
ま
り
こ
の
江
戸
が
た
ち

一一一

彼
の
い
う
「
罪
」
が
「
善
」
に
な
る
こ
と
は
勿
論
「
悪
龍
退
治
」
の
謂
で
あ
り
、
そ
れ
を
積

み
重
ね
る
こ
と
は
地
上
楽
園
を
盗
む
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
禁
廷
と
幕
府
の
悪

龍
を
退
治
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
訪
れ
る
地
上
楽
園
と
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
こ
の
「
世
の
中
の

仕
掛
」
を
転
覆
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
顕
現
す
る
世
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
地
上
楽
園
と
は
例
え
ば
『
修
羅
』
（
昭
和
三
三
・
七
『
中
央
公
論
』
）
の
胡
摩
が
文
反

故
を
燃
や
し
、
稗
わ
れ
た
身
分
の
奪
還
に
よ
っ
て
現
前
す
る
世
の
中
の
そ
れ
に
近
似
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
胡
摩
は
盗
人
で
は
な
い
。
盗
人
と
い
え
ば
、
後
に
書
か
れ
た
『
六
道
遊
行
』
（
昭
和
五

六
・
六
～
五
七
・
十
二
『
す
ば
る
』
）
の
小
楯
を
想
起
す
る
だ
ろ
う
。
兜
を
盗
み
、
輪
廻
を
打
ち

切
り
、
葛
城
山
に
趣
く
の
だ
が
、
そ
れ
は
新
た
な
生
へ
の
確
信
と
し
て
、
彼
の
八
最
後
の
大
願

Ｖ
で
あ
っ
た
。
即
ち
盗
賊
と
い
う
意
味
で
は
小
楯
に
似
て
は
い
る
が
必
ず
し
も
意
味
を
同
じ
く

し
な
い
。
要
す
る
に
『
修
羅
』
的
も
の
で
あ
り
、
或
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
世
界
を
描
い
た
と
も
い

え
る
『
紫
苑
物
語
』
の
宗
頼
の
世
界
か
も
知
れ
な
い
。

と
も
か
く
、
内
記
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
的
思
想
を
窺
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
、
彼
が

自
分
こ
そ
「
神
」
だ
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
所
詮
砂
上
の
楼
閣
に
過
ぎ
な
い
。

次
の
引
用
は
「
千
年
会
」
を
巡
っ
て
、
内
記
と
一
角
の
相
容
れ
な
い
認
識
が
見
て
取
れ
る
部

分
で
あ
る
。

（
内
記
）
世
の
み
だ
れ
に
乗
じ
て
、
諸
人
な
け
な
し
の
力
を
出
し
あ
ふ
と
き
は
、
す
な
は

ち
一
団
の
大
力
量
と
な
っ
て
、
あ
ら
た
な
る
世
を
つ
く
る
に
至
ら
う
。
無
よ
り

有
に
至
る
。
こ
れ
楽
土
一
千
年
の
い
し
ず
ゑ
ぢ
や
。
聖
教
の
極
意
、
こ
の
あ
か

つ
き
に
現
前
す
る
と
お
も
へ
。
も
し
教
義
の
徒
に
し
た
が
は
い
も
の
あ
る
と
き

は
…
…
。

二
角
）
な
ん
と
な
さ
れ
ま
す
。

（
内
記
）
死
を
あ
た
へ
る
の
み
ぢ
や
。

一
角
が
乗
り
出
し
て
、

御
隠
居
の
下
知
に
従
は
い
や
つ
ら
は
、
み
な
ぶ
っ
た
ぎ
る
と
お
っ
し
ゃ
る
か
。

内
記
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
も
判
る
よ
う
に
「
千
年
会
」
に
背
く
も
の
、
よ
り
端
的
に
い
え
ば
、

、
、
、
、
、

彼
に
背
く
も
の
、
い
わ
ゆ
る
「
開
国
の
大
業
」
に
妨
げ
な
る
も
の
は
死
を
以
っ
て
報
い
る
｝
」
と

に
な
る
。
こ
れ
は
「
神
」
の
教
え
な
ん
か
は
一
欠
け
ら
も
見
受
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に
至
上
楽

ま
ち
見
た
こ
と
も
な
い
地
上
楽
園
と
や
ら
に
化
け
て
し
ま
ふ
と
は
、
こ
の
大
手
妻
、
な
ん

と
奇
妙
か
。
｜
世
一
代
、
お
れ
は
地
上
楽
園
を
ぬ
す
ん
で
み
せ
る
ぞ
。
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園
は
所
詮
編
り
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
内
記
は
「
使
ひ
道
に
依
っ
て
は
ず
ゐ
ぶ
ん
役
に
立
た

う
」
も
の
と
し
て
一
角
を
利
用
し
て
い
る
が
、
｜
角
は
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
内
記
を
利
用
し

て
い
る
こ
と
が
判
る
。
そ
れ
は
自
分
が
「
神
」
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
内
記
が

自
ら
を
神
だ
と
繍
く
こ
と
へ
の
潮
笑
で
あ
り
、
ま
た
彼
が
為
す
べ
き
「
大
仕
事
」
で
も
あ
っ
た
。

彼
は
内
記
を
倒
し
、
こ
の
よ
う
に
い
う
。

こ
れ
見
よ
、
内
記
。
わ
が
千
年
会
の
骨
髄
た
る
乞
食
非
人
の
中
で
も
、
い
や
し
き
も
の
、

ね
ぢ
け
た
も
の
の
数
を
す
ぐ
っ
て
、
こ
こ
に
押
し
寄
せ
た
ぞ
。
こ
や
つ
ら
、
生
涯
い
ふ
と

こ
ろ
、
な
す
と
こ
ろ
、
｜
と
し
て
罪
に
あ
た
ら
ざ
る
も
の
な
く
、
悪
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ

と
な
し
。
そ
の
本
性
ま
ざ
ま
ざ
と
か
た
ち
に
あ
ら
は
れ
て
、
う
ま
れ
つ
い
て
五
体
満
足
な

ら
ず
、
ち
ん
ば
、
て
ん
ぼ
う
、
片
目
、
片
耳
、
鼻
ひ
し
げ
、
ゆ
が
ん
だ
し
や
つ
つ
ら
を
天

日
に
さ
ら
し
て
、
お
そ
れ
げ
も
な
く
横
行
す
る
。
こ
れ
は
ま
な
ん
で
至
り
う
べ
き
境
で
な

げ
ぱ

い
。
お
よ
そ
下
司
の
中
の
下
司
、
身
分
の
底
を
つ
い
て
下
下
に
う
ま
れ
、
こ
の
世
に
生
を

享
け
た
こ
と
が
罪
と
き
は
ま
っ
た
も
の
を
、
日
本
の
む
か
し
に
も
悪
人
と
呼
ぶ
。
こ
や
つ

ら
は
そ
の
生
得
自
然
の
悪
人
だ
。

げ
げ

一
一
の
「
お
よ
そ
下
司
の
中
の
下
司
、
身
分
の
底
を
つ
い
て
下
下
に
う
ま
れ
、
こ
の
世
に
生
を

享
け
た
こ
と
が
罪
と
き
は
ま
っ
た
も
の
を
、
日
本
の
む
か
し
に
も
悪
人
」
と
す
る
仕
掛
を
作
っ

た
禁
廷
や
幕
府
を
逆
に
こ
の
位
に
艇
め
る
こ
と
こ
そ
一
角
の
念
願
す
る
世
界
で
あ
り
、
「
大
仕

事
」
に
他
な
ら
な
い
。
内
記
が
幕
府
を
し
て
禁
廷
を
倒
し
、
後
に
幕
府
を
滅
ぼ
し
、
千
年
王
国

を
建
立
す
る
と
い
う
目
論
見
は
、
そ
の
ま
ま
一
角
が
内
記
に
し
て
守
備
を
整
わ
せ
、
自
分
が
そ

の
位
を
盗
む
と
い
う
こ
と
を
実
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
角
に
と
っ
て

は
当
然
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
も
そ
も
内
記
は
神
官
で
あ
り
、
そ
の
他
の
松
太
夫
や
冬
峨
と

は
昔
旗
本
で
蘭
学
を
学
ん
だ
仲
間
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
彼
ら
は
一
角
と
違
い
、
官
職
に
当
た
る

身
分
で
あ
る
。
一
角
か
ら
は
彼
ら
も
倒
す
べ
き
敵
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
、
内
記
や
松
太
夫
が
隠
れ
切
支
丹
を
名
の
り
、
「
開
国
」
と
と
も
に
富
を
得
よ
う
と
す

る
の
は
幕
末
が
新
政
府
に
変
り
、
そ
の
隙
を
狙
っ
て
利
得
へ
と
一
足
早
く
凡
出
す
る
輩
は
無
数

に
い
た
筈
で
あ
る
。
こ
れ
と
関
連
付
け
て
も
う
一
度
想
起
し
た
い
の
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
こ
と

で
あ
る
。
内
記
が
政
治
的
混
乱
を
利
用
し
「
生
糸
」
の
独
占
を
狙
う
の
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

よ
る
経
済
発
展
で
富
を
得
よ
う
と
す
る
人
々
の
野
心
は
同
じ
構
造
の
上
に
立
っ
て
い
る
と
い
え

ま
い
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
作
者
が
こ
の
時
期
に
こ
の
作
品
を
書
い
た
理
由
、
或
は
そ

チ
ー
フ
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
く
な
い
。

ま
た
、
｜
角
が
「
神
」
に
な
る
と
い
う
の
に
は
重
要
な
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
「
今
、
心
耳

を
す
ま
し
て
聖
教
の
微
旨
に
聴
き
入
る
に
、
常
人
と
い
へ
ど
も
、
無
道
を
お
そ
れ
ず
、
悪
逆
を

は
た
ら
き
、
我
意
の
つ
の
る
と
こ
ろ
を
お
こ
な
っ
て
、
は
ば
か
り
な
く
押
し
つ
ら
ぬ
け
ば
、
つ

ひ
に
神
は
わ
が
身
の
う
ち
に
こ
そ
あ
れ
、
わ
れ
こ
そ
神
と
さ
と
っ
て
、
無
上
正
覚
を
う
る
に
至

る
べ
し
。
ま
し
て
、
生
得
自
然
の
悪
人
に
と
っ
て
、
こ
れ
ぞ
福
音
よ
」
と
は
、
｜
角
の
念
願
が

叶
う
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
「
世
の
中
の
仕
掛
」
の
転
倒
を
意
味
し
て
い
る
。

乞
食
が
イ
エ
ス
・
ク
リ
ス
ト
へ
の
見
立
て
は
『
焼
跡
の
イ
エ
ス
』
の
ポ
ロ
を
纏
っ
た
少
年
に

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
角
の
よ
う
な
「
世
の
中
の
仕
掛
」
の
転
覆
を
伴
っ
た
運
動
は
見

ら
れ
な
い
。
た
だ
し
そ
こ
に
は
そ
れ
へ
の
可
能
性
を
暗
示
し
て
い
る
こ
と
を
読
み
と
る
こ
と
は

で
き
る
。

一
角
が
い
う
よ
う
に
「
俗
間
の
奔
走
に
つ
か
れ
、
邪
念
の
火
に
焼
か
れ
て
、
や
き
も
き
、
い

ら
い
ら
、
相
好
あ
さ
ま
し
く
崩
れ
」
て
い
く
内
記
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
一
角
は
「
事
の
や
ぶ
れ

を
お
も
っ
て
、
立
つ
こ
と
を
た
め
ら
ふ
と
い
ふ
か
。
こ
れ
ぞ
破
滅
を
お
そ
れ
る
こ
こ
ろ
だ
。
破

、
、
、
、

減
を
踏
ま
へ
て
立
つ
」
神
と
し
て
そ
そ
り
立
つ
。
そ
一
一
に
内
記
が
失
敗
を
恐
れ
る
「
開
国
の
大

、

業
」
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
一
角
の
「
い
ま
こ
そ
お
れ
は
神
」
だ
と
い
う
意
味
は
今
）
）
の
地

に
新
し
い
国
づ
く
り
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
千
年
王
国
が
対
照
的
に
屹
立
し
て
い

る
。
そ
れ
が
江
戸
末
期
の
「
え
え
ぢ
や
な
い
か
」
の
一
摸
と
し
て
こ
の
江
戸
に
表
出
し
、
乞
食

非
人
を
問
わ
ず
の
民
衆
蜂
起
と
な
っ
た
。

行
列
は
ぢ
つ
と
し
て
ゐ
な
い
。
た
れ
か
が
舞
ひ
出
せ
ば
み
な
舞
っ
て
、
く
る
く
る
、
が
や

が
や
、
祭
の
手
古
舞
の
や
う
に
練
っ
て
行
く
う
ち
に
、
突
然
も
の
に
狂
っ
た
か
、
ど
っ
と

殺
気
だ
っ
て
、
相
手
か
ま
は
い
喧
嘩
を
手
は
じ
め
に
、
白
昼
を
お
そ
れ
ぬ
ぶ
ち
こ
は
し
と

ひ
ろ
が
っ
て
、
す
は
市
中
の
一
摸
か
と
、
役
人
が
お
っ
と
り
刀
で
駆
け
つ
け
て
来
て
見
れ

ば
、
な
ん
の
こ
と
だ
、
殺
気
は
し
ず
ま
っ
て
、
ま
た
浮
か
れ
調
子
に
な
る
の
に
、
も
と
よ

り
多
勢
の
い
き
ほ
ひ
、
こ
れ
を
制
し
や
う
も
な
く
、
行
列
は
さ
ら
に
ふ
く
れ
あ
が
る
ば
か

り
、
晴
著
の
娘
、
絆
纏
の
若
い
も
の
、
番
頭
、
丁
稚
、
の
ら
く
ら
む
す
こ
、
あ
そ
び
に
ん

も
加
は
っ
て
、
練
り
つ
づ
け
る
中
か
ら
、
い
つ
か
嚥
子
の
や
う
な
声
が
あ
が
っ
て
、
そ
れ

か
ら
そ
れ
と
声
は
鳴
り
ひ
び
い
た
。

え
え
ぢ
や
な
い
か

え
え
ぢ
や
な
い
か
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世
直
し
を
願
っ
て
始
ま
っ
た
「
え
え
ぢ
や
な
い
か
」
の
民
衆
蜂
起
に
よ
っ
て
開
け
る
こ
の
世

が
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
が
「
悪
龍
」
を
破
滅
さ
せ
、
千
年
王
国
を
築
く
の
と
同
様
の
意
味

げ
げ

に
於
て
一
角
の
い
う
「
神
」
は
成
り
立
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
身
分
の
底
を
つ
い
て
下
下
に

う
ま
れ
、
こ
の
世
に
生
を
享
け
た
こ
と
が
罪
と
き
は
ま
っ
た
も
の
」
に
よ
っ
て
の
み
こ
の
世
は

完
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
江
戸
に
一
摸
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
見
と
ど
け
て
、
｜
角
は
横
浜
に
向
け
て
出
発

す
る
。
こ
の
最
後
の
描
写
が
先
行
文
献
の
誤
謬
を
生
む
要
因
で
も
あ
ろ
う
か
。

「
船
だ
船
だ
黒
船
だ
」
と
い
う
一
角
の
「
こ
と
ば
も
調
子
も
あ
き
ら
か
に
み
な
の
離
子
に
は

合
は
な
か
っ
た
。
天
狗
の
面
は
行
列
か
ら
突
き
出
さ
れ
た
か
、
あ
る
ひ
は
み
づ
か
ら
飛
び
出
し

た
か
、
金
剛
杖
を
取
り
直
す
と
、
東
海
道
を
い
つ
さ
ん
に
横
浜
の
は
う
に
む
か
っ
て
駆
け
去
」

っ
て
行
く
。

さ
て
、
横
浜
と
い
え
ば
内
記
や
松
太
夫
が
念
願
と
し
て
い
る
「
相
生
丸
」
が
寄
港
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
黒
船
」
や
「
横
浜
」
は
い
わ
ゆ
る
「
開
国
」
を
意
味
し
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、

｜
角
が
横
浜
を
目
指
す
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。
ま
た
果
た
し
て
先
例
に
見
る
よ
う
に
挫
折
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は
氏
の
作
品
に
み
る
一
つ
の
パ
タ
ン
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
運
動
の
延
長

を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
一
つ
の
運
動
が
終
焉
し
た
と
し
て
も
そ
こ
で
終
わ
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
と
同
様
の
運
動
が
次
に
ま
た
始
ま
る
こ
と
へ
の
暗
示
な
の
で
あ
る
。
特
に
革

命
小
説
と
い
わ
れ
る
小
説
に
顕
著
に
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
鷹
』
（
昭
和
二
八
・
三
『
群

像
」
で
は
、
「
国
助
は
そ
の
灯
を
目
あ
て
に
、
塀
の
上
か
ら
身
を
を
ど
ら
せ
て
、
一
気
に
運
河

の
中
に
飛
び
こ
ん
」
で
い
く
描
写
、
『
珊
瑚
」
（
昭
和
二
八
・
十
『
群
像
』
）
で
は
当
麻
が
「
夜
来

の
小
雨
は
ふ
り
や
ま
う
と
し
て
、
空
に
う
す
あ
か
り
が
さ
し
て
来
た
。
当
麻
は
さ
ら
に
駆
け
た
。

そ
の
性
急
な
足
ど
り
に
、
お
の
れ
も
ま
た
ひ
と
び
と
の
流
の
中
に
飛
び
こ
ま
う
と
す
る
気
合
が

こ
も
っ
て
ゐ
た
」
姿
や
、
ま
た
『
鳴
神
』
（
昭
和
二
九
・
三
『
新
潮
』
）
で
は
「
な
に
、
片
腕
だ

っ
て
自
転
車
ぐ
ら
ゐ
に
は
の
れ
る
ぞ
。
」
柿
夫
は
わ
つ
と
さ
け
ぶ
や
う
に
、
そ
れ
に
飛
び
つ
い
た
」

柿
夫
、
さ
ら
に
い
え
ば
『
虹
』
（
昭
和
二
九
・
五
～
十
二
『
文
学
界
』
）
で
は
久
太
が
虹
に
乗
り

移
っ
て
そ
の
虹
と
と
も
に
消
え
て
い
く
描
写
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
っ
と
巡
ら
し
て
み
れ
ば
「
荒

魂
」
の
佐
太
、
『
六
道
遊
行
』
の
小
楯
に
も
同
様
の
描
写
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

だ
か
ら
、
こ
の
最
後
の
場
面
は
一
角
の
次
な
る
運
動
へ
の
始
ま
り
と
考
え
た
ほ
う
が
有
益
で

あ
る
。
「
船
だ
船
だ
黒
船
だ
」
と
叫
び
、
「
こ
と
ば
も
調
子
も
あ
き
ら
か
に
み
な
の
嚥
子
に
は
合

は
な
か
つ
た
」
こ
と
に
判
る
よ
う
に
彼
の
運
動
は
ま
さ
に
「
黒
船
」
に
あ
る
と
い
え
る
。
勿
論

内
記
や
他
の
人
物
た
ち
が
目
指
す
そ
れ
と
は
異
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

川
村
湊
が
一
角
や
松
太
夫
、
そ
れ
か
ら
冬
峨
た
ち
が
「
黒
船
」
を
目
指
す
の
は
「
彼
ら
は
こ
の

八
中
心
の
虚
無
Ｖ
の
支
配
す
る
日
本
と
い
う
国
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
で
の
八
亡
命
Ｖ
を
企

て
た
」
の
で
あ
り
、
こ
の
「
海
外
脱
出
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
単
な
る
逃
亡
で
は
な
く
、
確
信

的
な
〃
政
治
亡
命
〃
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
コ
リ
イ
カ
』
ｌ
「
水
と
逃
亡
ｌ
「
至
福
千
年
』
の

世
界
」
一
九
八
八
・
七
）
と
す
る
説
や
渡
辺
喜
一
郎
が
「
二
極
の
一
方
で
あ
る
〃
革
命
幻
想
〃

は
、
一
角
、
冬
峨
の
逃
避
行
に
よ
っ
て
、
〃
形
〃
が
保
た
れ
、
行
先
に
観
念
上
の
ユ
ー
ト
ピ
ア

の
世
界
を
そ
う
ぞ
う
さ
せ
る
」
（
前
掲
書
）
と
い
う
が
、
少
な
く
と
も
一
角
の
横
浜
行
き
は
必
ず

し
も
「
海
外
脱
出
」
の
「
政
治
亡
命
」
で
も
な
く
、
「
逃
避
行
」
で
も
な
い
。
そ
れ
は
一
角
が
渡

航
を
急
ぐ
冬
峨
に
「
ち
か
ご
ろ
は
人
斬
が
お
ほ
つ
ぴ
ら
に
は
や
る
が
、
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ

で
は
渡
航
と
い
う
こ
と
が
は
や
る
」
と
い
い
、
そ
れ
は
「
つ
ぶ
れ
る
に
き
ま
っ
た
幕
府
の
し
っ

ぽ
に
あ
り
が
た
く
御
出
世
と
い
ふ
皮
算
用
」
と
切
り
捨
て
た
上
で
、
「
や
っ
ぱ
り
そ
れ
ま
で
の
お

ひ
と
で
あ
っ
た
か
。
や
れ
や
れ
、
こ
い
つ
は
だ
い
ぶ
見
そ
こ
な
っ
た
ぞ
」
と
詰
っ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
で
も
判
る
も
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
冬
峨
は
内
記
同
様
の
人
物
に
過
ぎ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
「
黒
船
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
ｌ
「
御
出
世
と
い
ふ
皮

算
用
」
を
目
論
む
者
や
内
記
の
よ
う
な
者
を
思
い
出
せ
ば
一
角
の
「
金
剛
杖
」
の
先
は
判
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

、
、
、
、
、

以
上
の
よ
う
に
内
記
が
江
戸
に
彼
の
夢
で
あ
る
地
上
楽
園
ｌ
「
開
国
の
大
業
」
の
建
設
は
失

敗
し
た
が
、
一
角
の
夢
は
「
開
国
」
と
称
す
る
も
の
と
は
掛
け
離
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

い
わ
ゆ
る
国
や
組
織
と
い
っ
た
も
の
を
否
定
す
る
と
こ
ろ
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
故
に
、

内
記
的
地
上
楽
園
を
滅
ぼ
す
こ
と
は
一
角
の
一
つ
の
運
動
で
あ
り
、
ま
た
「
え
え
ぢ
や
な
い
か
」

の
民
衆
運
動
が
起
き
た
と
こ
ろ
で
彼
は
そ
の
内
部
に
止
ま
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
。
「
え
え
ぢ

や
な
い
か
」
は
彼
に
と
っ
て
一
つ
の
運
動
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
り
、
故
に
次
な
る
そ
れ
へ
の

始
ま
り
で
も
あ
る
。
ま
さ
に
そ
こ
に
八
千
年
至
福
Ｖ
を
夢
見
る
の
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
ミ

レ
ニ
ア
ム
思
想
を
成
就
す
る
の
は
こ
の
江
戸
に
於
て
も
如
何
に
難
し
い
か
と
い
う
こ
と
と
、
し

か
し
な
が
ら
そ
れ
を
諦
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
精
神
の
運
動
を
一
角
に
於
て
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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一
角
が
真
に
盗
も
う
と
し
た
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
こ
の
作
品
の
主
題
に
な

っ
て
い
る
。

そ
れ
は
内
記
の
「
白
狐
」
如
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
大
寵
平
八
郎
の
乱
に
あ
る
よ
う

な
、
「
す
く
な
く
と
も
文
面
が
農
民
に
む
か
っ
て
呼
び
か
け
て
ゐ
る
」
（
『
革
命
家
の
夢
」
こ
と

に
よ
っ
て
「
大
璽
の
精
神
の
努
力
は
批
判
の
如
何
を
間
は
ず
、
政
治
の
実
際
に
於
て
、
空
虚
な

る
空
間
を
具
体
的
に
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
存
し
た
」
「
森
鴎
外
』
ｌ
「
傍
観
者
の

事
業
に
つ
い
て
」
昭
和
一
六
・
十
二
三
笠
書
房
刊
）
運
動
で
あ
り
、
ま
た
富
士
讃
や
伊
勢
参

り
の
「
お
か
げ
ま
い
り
」
に
内
在
し
て
い
る
民
衆
の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
換
言
す
れ

ば
、
「
民
衆
信
仰
の
歴
史
的
な
変
化
を
基
盤
と
し
て
発
生
し
た
宗
教
運
動
」
（
藤
谷
俊
雄
『
「
お
か

げ
ま
い
り
」
と
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
』
’
九
六
八
・
五
岩
波
新
書
）
と
し
て
の
「
お
か
げ
ま
い

り
」
は
、
民
衆
の
巨
大
な
組
織
と
な
っ
て
測
り
知
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
江
戸
に
流
れ
込

み
、
「
え
え
ぢ
や
な
い
か
」
と
相
俟
っ
て
膨
れ
上
が
っ
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
幕
府
や
諸
藩
の
禁
令

や
統
制
に
抑
圧
さ
れ
て
い
た
民
衆
の
自
己
解
放
運
動
と
し
て
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
民
衆
は
国

家
を
必
要
と
し
な
い
が
、
制
度
や
組
織
に
よ
っ
て
統
制
を
必
要
と
す
る
の
は
権
力
者
で
あ
り
、

そ
の
仕
掛
を
利
用
し
、
民
衆
を
支
配
下
に
置
こ
う
と
す
る
。
封
建
社
会
の
変
革
を
求
め
る
「
お

か
げ
ま
い
り
」
の
運
動
や
神
の
奇
瑞
を
願
う
「
お
札
振
り
」
は
時
に
は
積
極
的
に
表
出
し
た
も

の
の
微
弱
で
あ
っ
た
が
故
に
そ
の
願
い
に
は
直
接
結
び
つ
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

幕
府
に
対
す
る
叛
逆
の
性
格
は
色
濃
く
内
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
故
に
こ
の
民
衆
運
動
は
革

命
運
動
に
近
似
し
て
は
い
る
が
、
む
し
ろ
ア
ナ
キ
ー
的
意
味
に
於
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
そ
の
故
に
そ
こ
に
ミ
レ
ニ
ア
ム
思
想
、
い
わ
ゆ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
世
界
を
夢
想
し
て
い

る
と
い
え
る
。

要
す
る
に
、
こ
の
江
戸
末
期
に
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
思
想
」
を
置
く
所
以
は
幕
末
と
新
政
府
樹
立

と
の
間
の
混
乱
期
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
民
衆
を
中
心
と
し
た
ユ
ー

、
、
、
、

ト
ピ
ア
思
想
を
建
設
す
る
所
以
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、
作
者
が
明
治
政
府
を
否
定
（
描
写

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
）
し
て
い
る
こ
と
か
ら
で
も
判
る
よ
う
に
国
家
成
立
へ
の
否
定
も
ア
ナ
キ

ト
ピ
ア
思
想
を
建
設
す
る
所
以
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、
作
者
が
田

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
）
し
て
い
る
こ
と
か
ら
で
も
判
る
よ
う
に
国
家
一

ス
ト
の
一
角
を
支
え
て
い
る
仕
掛
と
し
て
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

「
え
え
ぢ
や
な
い
か
」
の
民
衆
運
動
が
微
温
的
に
、
或
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
指
摘
」

る
先
行
文
献
が
多
い
の
は
、
史
実
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
見
解
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
わ
れ
る
。

結

「
え
え
ぢ
や
な
い
か
」
の
民
衆
運
動
が
微
温
的
に
、
或
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
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